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研究成果の概要（和文）：　電気・電子および情報工学分野を中心に研究室における会話例を日本語で作成し、
それらを英語・中国語・マレー語に訳して語法・文法・構文の解説を付けた。また、これらは、データベース化
され、英語・中国語・マレー語演習問題を作成した。さらに、既存のＷＥＢサーバーを再構築し、それらの演習
問題をｅラーニングの方式で利用できる環境を構築した。

研究成果の概要（英文）：　We made examples of communicating in laboratories in Japanese, centering 
on the fields of electronics and information technology. Next, we translated them into English, 
Chinese and Malay, and described comments on usage, grammar and sentence structures. Then, we made a
 database of them and created English, Chinese and Malay exercises. Along with reconstructing our 
existing web server, we developed an environment where the exercises can be used in the form of 
e-learning.

研究分野： 外国語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
従来の研究において、電気・電子および情

報工学系研究室における「指導教員と学生」、
「指導教員と学生と訪問者」等による、研究
室・実験室およびその他の研究関連施設をシ
チュエーションとした、研究遂行に関わる会
話例（日英中国語対訳）および演習問題を作
成し、ＷＥＢ上で利用できる環境を構築した。       
本研究では既存の会話例（日英中国語対訳）
をマレーシア語に翻訳し、電気・電子および
情報工学分野を中心に会話例を増やし、英
語・中国語・マレーシア語を学ぶ理工系学生
及び社会人向けに、日本語・英語・中国語・
マレーシア語の四ヶ国語対訳の教材を開発
する。さらに、既存の学習管理システム用サ
ーバーを再構築して学習機能の改善を図る
と同時に、四ヶ国語対訳の演習問題に対応で
きるようにする。 
 
２．研究の目的 
(1) 電気・電子および情報工学分野を中心と
した研究室英語・中国語・マレーシア語の教
材化 
従来の研究室英語・中国語の研究成果に基

づき、電気・電子および情報工学分野を中心
に会話例（日本語・英語・中国語・マレーシ
ア語対訳）を作成し、各会話例の英語・中国
語・マレーシア語訳に対して語法・文法・構
文の解説を付け、データベース化し、さらに、
それらを素材として英語・中国語・マレーシ
ア語演習問題を作成することを目的とした。 
 
(2) 音声合成を用いたコンテンツの音声化 
リスニング能力を向上させるためにはコ

ンテンツの音声化が必要であるが、音声化に
は多くの労力がかかる。一方、近年音声合成
の性能が上がり、スマートフォンやタブレッ
トでは音声読み上げが実用化されている。ま
た、Web における音声合成 API (Application 
Programming Interface)の仕様に基づいた Web
ブラウザも提供されており、容易に音声合成
を利用した Web コンテンツの開発ができる
環境が整いつつある。そこで、本研究では
Web 音声合成 API を用いて比較的容易に e ラ
ーニング教材を音声化する手法について検
討した。 
 
３．研究の方法 
(1) 電気・電子および情報工学分野を中心と
した研究室英語・中国語・マレーシア語の教
材化 
① 会話例の作成 
岐阜工業高等専門学校の専門学科研究

室・実験室およびその他の研究関連施設を主
なシチュエーションとして、指導教員と研究
室所属学生、指導教員・学生と訪問者、ある
いは学生同士の研究遂行に関わる会話を作
成した。 
② 英語・中国語・マレーシア語訳 
作成された会話例は英語・中国語・マレー

シア語に訳し、データベース化した。各言語
への翻訳に際して各言語のネイティブの協
力を得た。 
③ 英語・中国語・マレーシア語表現の解説
執筆 
 英語・中国語・マレーシア語に訳された会
話例には語法・文法・構文の解説を付け、デ
ータベース化した。また、主な会話例を素材
として英語・中国語・マレーシア語演習問題
を作成した。 
 
(2) 音声合成を用いたコンテンツの音声化 
 Web音声合成APIを用いてコンテンツを音
声化する手法について検討した。プログラム
の開発方針および作成したプログラムにつ
いて述べる。 
 
① Web Speech Synthesis API 

Web Speech Synthesis APIとはW3C (World 
Wide Web Consortium) の Speech API 
Community Group に よ っ て 策 定 さ れ た
ECMAScriptで実装するWeb用音声合成APIで
ある。Web Speech Synthesis APIの仕様は、
Speech API Community Group が策定したWeb 
Speech API Specificationの中で、音声認識API
であるWeb Speech Recognition APIとともに記
載されている。このWeb Speech Synthesis API
を利用することにより、音声合成を利用した
Webコンテンツを作成することができる。音
声を再生するには、Web Speech Synthesis API
に対応したブラウザで再生する。 
 
② 開発方針 
 Webコンテンツ上でボタンを押すと、指定
した合成音声が再生されるようにする。言語
ごとに音声合成エンジンを切り替える必要が
あるため、ボタンの設置時に言語と発話内容
を指定できるようにする。具体的には、class
属性をTTS_btnとしたbuttonタグを用いてボタ
ンを設置する際に、lang属性で言語を、value
属性で発話内容を指定する。例えば、lang属
性に「en-US」を設定すると、発話内容（value
属性の値）を英語の発音で発話するボタンが
設置される。発話内容を日本語で発話させた
い場合は「ja-JP」、中国語で発話させたい場
合は「zh-CN」と設定する。 
 
③ 合成音声発話スクリプト 

html要素内に設置したbuttonタグの属性値
に基づき、音声合成APIを用いて音声を発話す
るJavascriptのプログラム（合成音声発話スク
リプト）を作成した。音声合成発話スクリプ
ト内の音声合成発話オブジェクトのlangに言
語を、textの発話内容を指定することにより音
声合成APIを通して発話される。このlangと
textには、Class属性をTTS_btnに設定したボタ
ンが押されたときのbuttonタグの値とvalue属
性の値が渡される。 
 
 



４．研究成果 
(1) 電気・電子および情報工学分野を中心と
した研究室英語・中国語・マレーシア語の教
材化 
 岐阜工業高等専門学校の専門学科研究
室・実験室等を主なシチュエーションとして、
電気・電子および情報工学分野を中心に会話
例（日本語）を作成し、日本語・英語・中国
語・マレーシア語対訳にして、語法・文法・
構文の解説と共にデータベース化した。また、
一部の会話例を利用して日本語・英語・中国
語・マレーシア語演習問題を作成した。その
一部を図 1－4 に示す。これらは「ロボット
制作」の会話を元にした空所補充問題であり、
本文はマレーシア語、問題の指示文は日本
語・英語・中国語・マレーシア語の４種類と
なっている。本文を日本語・英語・中国語で
書き、問題の指示文は図 1－4 と同様に各言
語で記したものも併せて作成した。 

(2) 音声合成を用いたコンテンツの音声化 
合成音声発話スクリプトは通常の Web コ

ンテンツに埋め込んで利用できるが、学習用
コンテンツとしての利用を考え、オープンソ
ースの LMS である Moodle 上でコンテンツを
試作した。試作したコンテンツは、電気・電
子・情報工学分野の研究室における会話例の
対訳の Web ページ（図 5）と、選択問題形式
の小テスト（図 6）である。いずれも「Speak」
ボタンを押すと、合成音声が再生される。音
声再生の確認に用いた Web ブラウザは、
Windows は Google Chrome、MacOS は Safari
である。いずれの Web ブラウザも英語、日本
語、中国語の音声を再生することができた。 
これにより、比較的容易にコンテンツを音声
化することが可能となった。 
 
 

図 2：マレーシア語問題（問題指示文英語） 

図 1：マレーシア語問題（問題指示文日本語） 

図 3：マレーシア語問題（問題指示文中国語） 

図 4：マレーシア語問題（問題指示文マレーシア語） 
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